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　従来の「一つの対象に対して二つの異なる感情価の感情が存在すること」（Smith, Glass, & Fireman, 2015）を指す 
“複雑な感情（mixed emotions）”研究において，その理解ができるのは児童期中期以降であるという研究が主流であっ
た。しかし，複雑な感情が発生すると想定される場面を用いた研究では，12歳でも複雑な感情の回答者数が半数に満
たないという報告もある（久保，1999）。こうした回答者数の少なさは示された場面の内容が影響を与えた可能性が
ある。そのため本研究ではより適切な場面の精査をするべく，大学生を対象とした回顧法により，小学生時代までの
過去に遡り年齢段階ごとに複雑な感情が引き起こされた経験について尋ねた。その結果，すべての年齢段階において，
「仲間関係」，「恋愛」場面の回答がみられ，さらに年齢ごとに異なる場面が挙げられることも明らかになった。この
ような実体験に沿った場面を提示することで，より正確に児童の感情理解を捉えられる可能性がある。
 The presence of emotions that have positive and negative valence toward a single target is called “mixed 
emotions.” Previous research demonstrated that children in the middle childhood age range can understand mixed 
emotions. However, in an interview research which presented scenes that were supposed to evoke mixed emotions, 
less than half of the 12-year-old children answer as having mixed emotions（Kubo，1999）. The reason may be that 
the scenes’ contents affected the percentage of students who answered they felt mixed emotions. Thus, in order to 
identify more appropriate scenes that evoke mixed emotions, we asked university students a set of open-ended 
retrospective questions that brought them back to childhood. As a result, they answered that scenes related to 
“relations between friends” and “issued related to romance” evoked mixed emotions at all age levels. Moreover, they 
identified different scenes depending on their age. By presenting scenes that are based on real experiences, we can 
measure children’s understanding of mixed emotions more accurately.
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問題と目的
　近年，いじめなどの対人関係で起こる問題やトラブル
が喫緊の話題として注目を浴びており，その予防の助け
となるものの一つとして児童が自己の感情について理解
することの必要性が挙げられている（渡辺，2016）。子
どもの感情理解の発達はそうした観点からも重要であり，
これまで，「嬉しい」や「悲しい」のような自己の単一
感情の理解については取り上げられてきた（例えば，仲
（2010）。しかし，「『嬉しいけど悲しい』といったように
一つの状況にポジティブな気持ちとネガティブな気持の
両方を感じること」とされる「入り混じった感情」（久
保，1999）や，ほぼ同義の定義である「一つの対象に対
して二つの異なる感情価の感情が存在すること」（Smith, 
Glass, & Fireman, 2015）とされる“mixed emotions” を
子どもがいつどのように理解するかについての研究は特
に日本国内において未だ少ない。しかし，少ないながら
も本研究の定義する複雑な感情は児童期中旬以降にみ
られるという認識が広まってきている（例えば，久保
（1999））。このような自己の複雑な感情を理解すること
で,ポジティブな感情・ネガティブな感情を引き起こす
両方の構成要素を考慮に入れて行動したり意思決定した
りすることが出来る（久保，2016）とされており，その
発達過程について検討を進めていく必要があると言える
だろう。本研究では複雑な感情について，久保（1999）
とSmith, Glass, & Fireman, （2015）をふまえ，「嬉しい
けど悲しいといった二つの異なる感情価の感情が一つの
事象に対して起きること」と定義して検討を進めていく。
まだ未解明の点が多いながらも，従来の研究では子
どもの自己の複雑な感情の発達を精査するために様々な
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方法が用いられてきた。その多くはインタビュー法であ
り，参加者にある特定の場面を読み聞かせたり，複雑な
場面を想起させるような映像を見せたりした後にその場
面で引き起こされた感情を聞くものが多い。例えば，
Larsen, Yen & Fireman（2007）は映画「リトルマーメ
イド」のうち，ビタースイートな物語として父と娘の別
れの１シーンを抜粋し５～12歳の児童に見せ，物語を見
終えたあとにどのような気持になるかなどの質問をして
い る。ま た，Terwogt, MKoops, Oosterhoff, & Olthof
（1986）の研究では主人公のいる50 words程の短い文（例
えば，「ピエロがパフォーマンスをしていて，君に助け
てほしい」という場面で，ピエロに選ばれたことは嬉し
いが，みんなの前でパフォーマンスするのは怖いという
答えを想定）を提示し，６歳と10歳の児童にあなたなら
どのように感じるかについて尋ねている。
しかしこれらのストーリー場面の設定は参加者が複
雑な感情を持つだろうと「想定」されたものが多く，実
際に子どもの複雑な感情がそのような事象で引き起こさ
れるのかについては言及されていない。とりわけ「飼い
犬が亡くなって悲しむ主人公に友人が新しい犬をあげる」
という例はしばしば用いられる（中瀬古，1999；久保，
1999）が，そのような場面が頻回に起こりうるとは考え
にくく，子どもはその場面を想像することが難しい可能
性がある。
　実際に複雑な感情を理解できるとされているのは児童
期 中 頃 以 降 か ら（Donaldson, & Westerman，1986；
Harter, & Buddin，1987）とされているが，12歳児でも
回答割合が36％と低い研究（久保，1999）もあり，正答
率は必ずしも高いとはいえない。より日常場面に則した
ストーリー場面を使用することで，児童が普段経験する
であろう，複雑な感情をより想起させやすい場面として
機能し，より正確な児童の複雑な感情理解を測定できる
可能性がある。そこで本研究では，児童が複雑な感情が
実際に生じる場面を検討するために，すでに児童期を経
験しており，言語的にも該当する場面の状況描写ができ
ると考えられる大学生を対象に回顧法を用いた調査を行
う。さらに，アメリカの大学生580名のうち26名が複雑
な感情（mixed feelings）を経験することはないという
考えをもっているという報告（Larsen, & McGraw, 
2011）があることから，児童期以降の複雑な感情の理解
についても検討する必要がある。そのため本研究では今
後の検討に向け，【小学生時代】，【中学生時代】，【高校
生から現在】において実際に複雑な感情を感じた場面を
大学生に回答してもらい，それぞれの時期で複雑な感情
が生じた出来事がどのようなものであったかについて調
べることとする。
方法
手続き
１）対象と調査方法
　国立大学に通う教育心理学に関する授業を受講してい
る学生（１年生から４年生）のうち，質問紙に記入のあっ
た70名（女性53名，男性17名）を参加者とした。授業内
に質問紙調査を実施した。時間は約15分程度であった。
２）倫理的配慮
参加は任意となっており，一度同意した場合でも何
らかの不利益が生じることなく参加を取り消すことが可
能であること，回答は個人が特定されないよう統計的に
処理するため，外部に漏れることはないこと，取得した
データや個人情報は研究の目的以外には使用しないこと，
回答をもって同意とする旨を質問紙に記載し，さらに口
頭で読み上げた。さらに授業内で調査を実施したため，
この調査への回答は当該授業の成績評価には影響を与え
ないことを口頭で伝えた。
３）質問紙の構成
　質問紙はA3用紙1枚とし，左側に同意書兼フェイス
シート，右側は質問項目で構成されていた。
⒜同意書兼フェイスシート
A３用紙の左側半分同を意書兼フェイスシートとした。
同意書兼フェイスシートでは上から順番に調査の概要説
明，倫理的配慮の説明，学年，年齢，性別の回答をもっ
て調査への同意とみなす旨を記載した。調査の概要を伝
えるために「皆さんはひとつの事象に対して，嬉しいと
いうような「ポジティブな気持ち」と悲しいというよう
な「ネガティブな気持ち」が同時におこるような経験を
したことがありますか。今回はこのような「複雑な気持
ち」の経験について皆さんにお伺いします。」と記載し，
調査についての説明とした。
⒝質問項目
上部に「あなたは仲の良い同性の友人との出来事で「複
雑な感情」を抱いたことがありますか？一番印象に残っ
ている複雑な感情が引き起こされた出来事について教え
てください。さらに，そのときの状況，そのときに起こっ
た感情，その結果相手や自分に対してどのような行動を
したか教えてください。また，何年生頃の出来事か該当
する数字に○をつけてください」と質問項目を記載した。
その下に【小学生時代】，【中学生時代】，「高校生から現
在」の３つの年齢区分によるセクション分けをし，それ
ぞれのセクションごとに「何年生の出来事か○を付ける
ための数字（例：小学生時代（１・２・３・４・５・６
年生頃（該当する学年に○を付けてください））」，「複雑
な感情が引き起こされた出来事」，「その時に起こった感
情（その時のポジティブな感情とネガティブな感情を思
いつくだけ挙げてください）」，「その結果，相手や自分
に対してした行動」 の記入欄を設けた。
分析
　初めに，調査者と心理学の知識のある1名で有効回答
を精査した。「仲の良い同性の友人」に対して書かれて
いない，「ポジティブな気持ちとネガティブな気持ち」，「仲
の良い友人」について言及していないなど質問文の意図
が伝わっていない可能性のあるものや，無記入のものを
除外した。なお，本研究では複雑な感情が引き起こされ
た出来事をカテゴリ分けの対象とし，有効回答の精査の
ためにその時に起こった感情についての回答も分析材料
とした。
　有効回答を用いて，【小学生時代】，【中学生時代】，「高
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Table1小学生時代における複雑な感情を起き起こされた出来事のカテゴリ分類とその回答例
Table2中学生時代における複雑な感情を引き起こされた出来事のカテゴリ分類とその回答例
Table3⾼校から現在（大学生）における複雑な感情を引き起こされた出来事のカテゴリ分類とその回答例
上位カテゴリ 下位カテゴリ 回答数 定義 回答例
仲間関係 遊びに誘われる 4
仲の良い友⼈か⾃分のどちらかのみが第三者から誘われるなどといっ
た仲間関係での場⾯
「仲の良い⼦と⼀緒にいたら、他の⼦に⾃分だけ遊びにさそわれた」
想定より仲が
良くなかった
4
⾃分と仲の良いと思っていた友⼈が、⾃分以外の⼈と仲良くしている
といった仲間関係での場⾯
「いつも⼀緒に帰っている友達が違う友達と帰っているのを⾒たと
き。私も違う友達とかえっていた。」
仲間はずれ 1 仲の良い友⼈に仲間外れにされる場⾯ 「仲間はずれにされた」
けんか 1 仲の良い友⼈とけんかをした後の場⾯ 「友⼈とケンカした後の会話」
恋愛 3 仲の良い友⼈と同じ⼈を好きになるなど恋愛に関する場⾯ 「友⼈と同じ⼈を好きになった」
委員会 1 仲の良い友⼈に委員会の委員⻑に任命される場⾯ 「⾃分が不在の間に委員会の委員⻑に任命されたこと」
交換ノート 1 仲の良い友⼈と交換ノートをすることになる場⾯ 「交換ノートをすることになった」
上位カテゴリ 下位カテゴリ 回答数 定義 回答例
部活動での⼈
間関係
勝敗 6
仲の良い友⼈と⾃分のどちらかが試合に出られたりポジション争いに
勝つといった部活動での⼈間関係に関する場⾯
「部活のポジション争いに勝ったこと」
役職や部活決め 3
部活動や部活内での役職を決めるなど部活動での⼈間関係に関する場
⾯
「友⼈と⼀緒に⼊ろうと⾔っていた部活動と異なる部活動を⾃分が選
択した」
友⼈との関係 2者より多い 5 仲の良い友⼈と⾃分に加え第三者が⼊る場⾯ 「友⼈同⼠のけんかに板挟みとなった」
2者関係 2 仲の良い友⼈と⾃分の間での場⾯ 「仲良いと思っていた友⼈の地雷を踏んだとき」
⾼校受験 6 受験に仲の良い友⼈か⾃分のどちらかが落ちてしまう場⾯ 「⼊試に私は合格したけど友達は落ちてしまった」
定期テスト 2 仲の良い友⼈と⾃分のどちらかの得点が良いなど定期テストに関する 「定期テストがあまりうまくできなかったことで友⼈と同意していた
恋愛 1 仲の良い友⼈の好きな⼈に告⽩される場⾯ 「友達の好きな⼈に告⽩された」
クラス替え 1 仲の良い友⼈とクラスが離れてしまう場⾯ 「仲の良い⼦とクラスがはなれてしまった」
上位カテゴリ 下位カテゴリ 回答数 定義 回答例
⼤学受験 9 ⼤学受験に仲の良い友⼈か⾃分のどちらかが落ちてしまう場⾯ 「友達は⼤学に受かって、私は落ちた」
恋愛 6
仲の良い友⼈に恋⼈ができ⾃分とは遊んでくれなくなってしまうと
いった恋愛に関する場⾯
「友⼈に彼⽒ができて遊んでくれなくなった」
「交際していた⼈と別れた時に共通の友⼈（同性）にものすごく気を
遣われた」
友⼈との関係 2者より多い 1 仲の良い友⼈と⾃分に加え第三者が⼊る場⾯ 「遊びにさそわれたが、⼀緒に⾏く⼈の中に苦⼿な⼈もいたこと」
2者関係 3 仲の良い友⼈と⾃分の間での場⾯ 「友達と話していて、⾃分の性格について⾔われた時。」
学校⾏事 4
複数の仲の良い友⼈から誘われたり、仲の良い友⼈と⾃分のうち⽚⽅
しか誘われないといった学校⾏事に関する場⾯
「⽂化祭で、劇を2種類やることになり、どちらからも誘いを受けた」
部活 3
仲の良い友⼈と⾃分のどちらかが試合に勝ったり、役に選ばれると
いった部活動に関する場⾯
「（省略）⾃分は兼部もしていたためあまり部活に⾏っていなかった
が、毎⽇部活に来ている⼦に勝った時」
授業 2
授業の選考に良い友⼈か⾃分のどちらかが落ちるという授業に関する
場⾯
「副専攻の試験に友達だけ受かったこと」
進路 1 ⾃分と仲の良い友⼈が異なる進路を選択する場⾯
「周りの友達は専⾨学校や就職する⼈ばかりだったため、周りの進路
が決まることに対して複雑だった」
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「交際していた⼈と別れた時に共通の友⼈（同性）にものすごく気を
遣われた」
友⼈との関係 2者より多い 1 仲の良い友⼈と⾃分に加え第三者が⼊る場⾯ 「遊びにさそわれたが、⼀緒に⾏く⼈の中に苦⼿な⼈もいたこと」
2者関係 3 仲の良い友⼈と⾃分の間での場⾯ 「友達と話していて、⾃分の性格について⾔われた時。」
学校⾏事 4
複数の仲の良い友⼈から誘われたり、仲の良い友⼈と⾃分のうち⽚⽅
しか誘われないといった学校⾏事に関する場⾯
「⽂化祭で、劇を2種類やることになり、どちらからも誘いを受けた」
部活 3
仲の良い友⼈と⾃分のどちらかが試合に勝ったり、役に選ばれると
いった部活動に関する場⾯
「（省略）⾃分は兼部もしていたためあまり部活に⾏っていなかった
が、毎⽇部活に来ている⼦に勝った時」
授業 2
授業の選考に良い友⼈か⾃分のどちらかが落ちるという授業に関する
場⾯
「副専攻の試験に友達だけ受かったこと」
進路 1 ⾃分と仲の良い友⼈が異なる進路を選択する場⾯
「周りの友達は専⾨学校や就職する⼈ばかりだったため、周りの進路
が決まることに対して複雑だった」
Table 1 ⼩学⽣時代における複雑な感情を起き起こされた出来事のカテゴリ分類とその回答例
Table 2 中学⽣時代における複雑な感情を引き起こされた出来事のカテゴリ分類とその回答例
Table 3 ⾼校から現在（⼤学⽣）における複雑な感情を引き起こされた出来事のカテゴリ分類とその回答例
上位カテゴリ 下位カテゴリ 回答数 定義 回答例
仲間関係 遊びに誘われる 4
仲の良い友⼈か⾃分のどちらかのみが第三者から誘われるなどといっ
た仲間関係での場⾯
「仲の良い⼦と⼀緒にいたら、他の⼦に⾃分だけ遊びにさそわれた」
想定より仲が
良くな った
4
⾃分と仲の良いと思っていた友⼈が、⾃分以外の⼈と仲良くしている
といった仲間関係での場⾯
「いつも⼀緒に帰っている友達が違う友達と帰っているのを⾒たと
き。私も違う友達とかえっていた。」
仲間はずれ 1 仲の良い友⼈に仲間外れにされる場⾯ 「仲間はずれにされた」
けんか 1 仲の良い友⼈とけんかをした後の場⾯ 「友⼈とケンカした後の会話」
恋愛 3 仲の良い友⼈と同じ⼈を好きになるなど恋愛に関する場⾯ 「友⼈と同じ⼈を好き
委員会 1 仲の良い友⼈に委員会の委員⻑に任命される場⾯ 「⾃分が不在の間に委員会の委員⻑に任命されたこと」
交換ノート 1 仲の良い友⼈と交換ノートをすることになる場⾯ 「交換ノートをすることになった」
上位カテゴリ 下位カテゴリ 回答数 定義 回答例
部活動での⼈
間関係
勝敗 6
仲の良い友⼈と⾃分のどちらかが試合に出られたりポジション争いに
勝つといった部活動での⼈間関係に関する場⾯
「部活のポジション争いに勝ったこと」
役職や部活決め 3
部活動や部活内での役職を決めるなど部活動での⼈間関係に関する場
⾯
「友⼈と⼀緒に⼊ろうと⾔っていた部活動 異なる部活動を⾃分が選
択した」
友⼈との関係 2者より多い 5 仲の良い友⼈と⾃分に加え第三者が⼊る場⾯ 「友⼈同⼠のけんかに板挟みとなった」
2者関係 2 仲の良い友⼈と⾃分の間での場⾯ 「仲良いと思っていた友⼈の地雷を踏んだ き」
⾼校受験 6 受験に か⾃分のどちらかが落ちてしまう場⾯ 「⼊試に私は合格したけど友達は落ちてしまった」
定期テスト 2 仲の良い友⼈と⾃分のどちらかの得点が良いなど定期テストに関する 「定期テストがあまりうまくできなかったことで友⼈と同意していた
恋愛 1 仲の良い友⼈の好きな⼈に告⽩される場⾯ 「友達の好きな⼈に告⽩された」
クラス替え 1 仲の良い友⼈とクラスが離れてしまう場⾯ 「仲の良い⼦とクラスがはなれてしまった」
上位カテゴリ 下位カテゴリ 回答数 定義 回答例
⼤学受験 9 ⼤学受験に仲の良 友⼈か⾃分のどちらかが落ちてしまう場⾯ 「友達は⼤学 受かって、私は落ちた」
恋愛 6
仲の良い友⼈に恋⼈ができ⾃分とは遊んでくれなくなってしまうと
いった恋愛に関する場⾯
「友⼈に彼⽒ができて遊んでくれなくなった」
交際していた⼈と別れた時 共通の友⼈（同性）に のすごく気を
遣われた」
友⼈との関係 2者より多い 1 仲の良い友⼈と⾃分に加え第三者が⼊る場⾯ 「遊びにさそわれたが、⼀緒に⾏く⼈の中に苦⼿な⼈もいたこと」
2者関係 3 仲の良い友⼈と⾃分の間での場⾯ 「友達と話していて、⾃分の性格について⾔われた時。」
学校⾏事 4
複数の仲の良い友⼈から誘われたり、仲の良い友⼈と⾃分のうち⽚⽅
しか誘われないといった学校⾏事に関する場⾯
「⽂化祭で、劇を2種類やることになり、どちらからも誘いを受けた」
部活 3
仲 良い友⼈と⾃分のどちらかが試合に勝ったり、役に選ばれると
いった部活動に関する場⾯
「（省略）⾃分は兼部もしていたためあまり部活に⾏っていなかった
が、毎⽇部活に来ている⼦に勝った時」
授業 2
授業の選考に良い友⼈か⾃分のどちらかが落ちるという授業に関する
場⾯
「副専攻の試験 友達だけ受か こと」
進路 1 ⾃分と仲の良い友⼈が異なる進路を選択する場⾯
「周りの友達は専⾨学校や就職する⼈ばかりだったため、周りの進路
が決まることに対して複雑だった」
Table 1 ⼩学⽣時代における複雑な感情を起き起こされた出来事のカテゴリ分類とその回答例
Table 2 中学⽣時代における複雑な感情を引き起こされた出来事のカテゴリ分類とその回答例
Table 3 ⾼校から現在（⼤学⽣）における複雑な感情を引き起こされた出来事のカテゴリ分類とその回答例
校生から現在」の３つの年齢区分ごとに調査者と心理学
の知識のある１名でKJ法を援用した方法で「複雑な感
情を想起させた出来事」に関してカテゴリ分けを行った。
意見が異なる場合は話し合い決定した。また，発生した
とされる複雑な感情の組み合わせや頻度，発生した複雑
な感情を引き起こす場面に対しては頻度を求めた。カテ
ゴリ分けはそれぞれ心理学の知識のある１名による再分
類を行い，調査者らが想定したカテゴリとの一致率を
測った。
結果と考察
１）複雑な感情を想起させた出来事のカテゴリ分類
それぞれの年代において複雑な感情を起こさせた出
来事のカテゴリ分類とその回答例を表した（小学生：
Table1，中学生Table2，高校生から大学生Table3）。
⒜　小学生時代
【小学生時代】において，全回答者は26名であり，そ
こから「ポジティブな気持ちとネガティブな気持ち」，「仲
の良い友人」について言及していない回答を除いたとこ
ろ，有効回答数は15であった。複雑な感情を起こさせた
出来事のカテゴリは〔仲間関係〕，〔恋愛〕，〔委員会〕，〔交
換ノート〕に分けられた。さらに，〔仲間関係〕への言
及は【中学生時代】と【高校から現在】にくらべて多く，
〔遊びに誘われる〕，〔想定より仲が良くなかった〕〔仲間
はずれ〕〔けんか〕の４つの下位カテゴリに分けられた。
〔仲間関係〕においては，仲の良い友人と一緒にいる場
面で，自分だけ遊びに誘われる場面，〔恋愛〕では仲の
良い友人と同じ人を好きになってしまう場面，〔委員会〕
では自分の不在時に委員長を任される場面（選んでもらっ
て嬉しいが自分につとまるか不安など），〔交換ノート〕
では仲の良い友人と交換ノートを行い（仲間関係ができ
てうれしいが，面倒に感じる）などといった回答が得ら
れた。また，実験者らの作成したカテゴリと心理学の知
識のある３名のうち１名による評定の結果κ係数は.76
であった。
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⒝　中学生時代
　【中学生時代】において，全回答者は37名であり，そ
こから「ポジティブな気持ちとネガティブな気持ち」，「仲
の良い友人」について言及していない回答を除いたとこ
ろ，有効回答数は27であった。
複雑な感情を起こさせた出来事のカテゴリは〔部活
の人間関係〕，〔友人との関係〕，〔受験〕，〔定期テスト〕
〔恋愛〕〔クラス替え〕に分けられた。さらに，〔部活〕
への言及は〔勝敗〕，〔役職・部活決め〕の２つの下位カ
テゴリ分けられ，〔友人との関係〕は〔２者より多い〕，〔２
者関係〕の２つの下位カテゴリに分けられた。〔部活の
人間関係〕においては，部活のポジション争いや役職決
めに関する場面，〔友人との関係〕では友達同士のけん
かに巻き込まれてしまうような場面，〔受験〕では自分
か友達だけが志望校にうかるような場面，〔定期テスト〕
では自分が友達より良い点数を取ってしまう場面，〔恋
愛〕では友達の好きな人に告白されるような場面，〔ク
ラス替え〕では仲の良いことクラスが離れてしまう場面
（新しい友達が出来るのは嬉しいが，元々仲の良かった
友人と話さなくなる不安）などといった回答が得られた。
また，実験者らの作成したカテゴリと心理学の知識のあ
る３名のうち１名による評定の結果κ係数は.72であった。
⒞　高校生から現在
　【高校生から現在】において，全回答者は41名であり，
そこから「ポジティブな気持ちとネガティブな気持ち」，
「仲の良い友人」について言及していない回答を除いた
ところ，有効回答数は29であった。
複雑な感情を起こさせた出来事のカテゴリは〔大学
受験〕，〔恋愛〕，〔友人との関係〕，〔学校行事〕，〔部活〕，
〔授業〕，〔進路〕に分けられた。〔大学受験〕においては，
【高校生時代】と同様に自分か友達だけが志望校にうか
るような場面，〔恋愛〕では友人に彼氏ができて自分と
遊んでくれなくなるような場面，〔友人との関係〕では
仲の良い友人にグループでの遊びに誘われたが，その中
に苦手な人がいる場面，〔学校行事〕では文化祭の劇な
どの学校行事において仲の良い友人から複数の誘いを受
ける場面，〔部活〕ではあまり練習していない自分が練
習を頑張っている人に勝ってしまう場面，〔授業〕では，
試験に友達だけが受かる場面，〔進路〕では他者の進路
が決まることに対する場面などといった回答が得られた。
さらに，〔友人との関係〕は〔２者より多い〕，〔２者関係〕
の２つの下位カテゴリに分けられた。また，実験者らの
作成したカテゴリと心理学の知識のある３名のうち１名
による評定の結果κ係数は.83であった。
２）年齢段階ごとの複雑な感情が想起される場面の特徴
　【小学生時代】，【中学生時代】，【高校から現在】にお
いて〔仲間関係（友人との関係）〕，〔恋愛〕のカテゴリ
が共通してみられた。従来の複雑な感情に関する研究で
は，恋愛に関する物語が調査で使用されている例はなかっ
た。今後〔恋愛〕カテゴリに関しての問題も作成し，複
雑な感情の検討に使用することも有効である可能性が示
唆される（Table1，Table2，Table3）。
　【中学生時代】と【高校から現在】において〔受験〕
と〔部活〕のカテゴリが共通してみられた（Table1，
Table2）。これらのカテゴリは【小学生時代】において
はみられなかったため，対象の年齢によって複雑な感情
が引き起こされる印象深い出来事は変わってくるという
ことが推察された。
３）今後の場面提示への示唆
　全ての年齢段階を通して〔仲間関係〕と〔恋愛〕カテ
ゴリに関する場面の記述がみられた。さらに，全体を通
して比較的多くみられた回答をまとめていくと，〔仲間
関係（友人との関係）〕カテゴリでは「仲の良い子と一
緒にいたら，他の子に自分だけ遊びに誘われた」といっ
た「自分と仲の良い友人と，さらに第三者がおり，その
第三者に自分だけ遊びに誘われるような場面」や，〔恋愛〕
カテゴリでは「友達の好きな人に告白された」などや，「自
分と友人の好きな人が同じ」など「自分と友達の関係に
第三者が入る場面」が複数挙げられていた。このように
第三者の存在がある方が，複雑な感情を引き起こしやす
い可能性が示唆された。
このことから，児童やその後の複雑な感情の発達を
考える際に，すべての年齢段階で起こりうるような出来
事を題材とすることで，場面を統制できるのではないだ
ろうか。
今後は，本研究を通して得られた場面を使用して実
際に児童にインタビュー調査を行い，精査した問題と従
来の研究との回答率に違いがあるのかを明らかすること
が必要である。
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